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地球温暖化について

地球温暖化グループ　斎藤志郎

「地球温暖化スキャンダル」の本に出会ったことをきっかけに地球温暖化についての情報を集めた。発表内容は私なりにまとめたもので偏っているかもしれないが、環境科の皆様に紹介しご意見等をいただければ幸いである。
１．「地球温暖化スキャンダル」の本について
　　２０１０年、日本評論社から出版された
２．ホッケスティック曲線
　　IPCCによる過去1000年の古気候と21世紀の予測曲線。（マン：古気候学者）
３．IPCCとは
　　気候変動に関する政府間パネル　Intergovernmental Panel on Climate Change
４．地球温暖化に関する本
　　9冊の中の6冊はCO2犯人説、うちの3冊を紹介
５．アルバート・アーノルド“アル”ゴア・ジュニア氏
　　アメリカ合衆国の政治家、環境問題の論客
６．「不都合な真実」
　　2006年に映画化され、これをきっかけに地球温暖化ブーム（？）が起こる
７・武田邦彦氏の「偽善エネルギー」の本
　　NHK報道とIPCCの見解相違について
８．丸山茂樹氏の　≪「地球温暖化」論に騙されるな≫　の本

　　気候変動は5つの要素があり、そのうちの１つだけCO2が気温を上昇させる
９．≪「地球温暖化」神話≫　（渡辺正氏）の本
　　・日本はここ7年間にCO2対策に20兆円を使ったが“地球の冷却“に役立ったか
　　・「京都議定書目標達成計画関係予算」の紹介
　　・CO2は悪者ではない
１０．まとめ　
　　現在の「地球温暖化騒動」はやがて「神話」となるだろう
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セルロース系バイオエタノールの課題
（非食料原材料は使えるのか？）
地球温暖化グループ　白川欣一
「カーボンニュートラル」と言う考え方により、植物を原材料とするバイオエタノールは地球環境に優しいと言われて世界中で生産量は拡大しています。その原材料はトウモロコシやサトウキビなどの食料品であり、木材などの非食料（セルロース系）を原材料とするバイオエタノールは未だ量産化されていません。何故工業化が難しいのかを考えてみます。
1．バイオエタノールの現状
　　2008年の世界の年間生産量は約8000万ｋｌである。（アメリカとブラジルなど）
　　2008年の日本の年間生産量は　200　ｋｌ　である。
　　原材料はトウモロコシ、サトウキビなどの食料品である。
2．バイオエタノールの製造法
　　原理；　多糖類→単糖類→エタノール
　　原材料　 糖類（サトウキビ）　　でんぷん（トウモロコシ）
　　　　　　セルロース系（木材などのセルロース、ヘミセルロース）
3．セルロース系原材料
（1）セルロースとでんぷんの違いは
（2）セルロース系原材料の成分
（3）ヘミセルロース
4．セルロース系バイオエタノール
（1）１段処理と２段処理
（2）糖化処理：多糖類を単糖類にする
（3）アルコール発酵；単糖類をエタノールにする
（4）バイオエタノールの理論収率
　　　セルロース系原材料の場合；25～37％
5．セルロース系バイオエタノール生産工程の例：三井造船㈱パイロットプラント
6．セルロース系バイオエタノールの課題
①糖化処理が複雑である。
②エタノール収率は低い。
③リグニン由来の残差が発生する。
④糖化処理中にアルコール発酵の阻害物質が発生する。
7．地産地消型開発の例
以上
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